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1. はじめに

　光回路実装技術は，光エレクトロニクス産業の拡大を支
えており，今後の益々の発展と，全ての経済活動に伴う 3
つの“E”，“Economy”（経済），“Energy”（エネルギ），
“Environment”（環境）へのさらなる寄与が期待されてい
る。同時に，光回路実装技術の飛躍的革新によって新たな
産業分野への貢献が期待されている。
　光回路実装技術委員会・研究会は，光回路実装技術を光
が関連する産業を支えるキーテクノロジとして捉え，その
抱える諸問題を体系的に調査・研究を行い，革新的新技術
の創出と普及につなげることを狙いとして活動している。
その一つが，光回路実装技術を OPT (Optical Packaging 
Technology)と定義し，最先端技術情報の提供および技術を
リードする専門家との意見交換を行うことを目的とした
OPT公開研究会の開催である。
　最近のOPT公開研究会で取り上げた最先端技術はいずれ
も，光による機器間やデバイス間の接続技術である“光イ
ンターコネクション”の実現と展開に向けられている。光
インターコネクションは，既にハイエンド ICT機器に光
ファイバを用いた配線として導入されており，高速，高密
度，低消費電力なインターフェースを実現していると共
に，オンボード，デバイス周辺へとさらなる採用の検討が
進められている。
　本稿では，最近のOPT公開研究会で取り上げた最先端技
術情報を中心に，光インターコネクション技術の展望と課
題を概観する。

2. 光インターコネクション技術の展望と課題

　近年，パソコンやスマートフォンからインターネットへ
アクセスし，SNSへの写真の投稿と閲覧，動画サイトから
ビデオをストリーミングして視聴することは最早一般的に
なっており，今後も益々増加する傾向にある。ある調査報
告によれば，IPトラフィックは 2014年から 2019年の期間
に年平均成長率 (CAGR)が 23%で増加する，コンテンツ配
信ネットワークが 39%から 62%に増加する，有線通信が

53%から 33%と減り，代わってモバイル通信が 66%に増
加する，と予想している 1)。
　この動向に対応するために，インターネットのバック
ボーンとしてデータセンタの役割は拡大しており，相次ぐ
建設や巨大化が進められている。データセンタに配置され
る伝送装置，ルータ，サーバら ICT機器の相互接続，およ
び機器内の信号インターフェースはチャネルあたり 10 Gb/
s以上に高速化しており，今後も 25 Gb/s，40 Gb/sとさら
なる高速化が続き，従来の金属配線を用いた電気信号伝送
の限界に達すると見込まれている。
　そのため ICT機器においては，ボードのエッジに光トラ
ンシーバやアクティブ光ケーブル (Active Optical Cable, 
AOC)が配置され，ボード間，ラック間，機器間を光ファ
イバで高速に接続するインターフェースが既に採用されて
いる。図 1にそれらの例を示す 2),3)。
　特に，AOCは電気コネクタの内部に光電変換モジュール
が内蔵されており，従来の電気接続にて，10 Gb/s以上，
100 m以上で 4や 12チャネルの光信号伝送を実現すること
ができる。これは，光の接続箇所に求められる 1/1000 mm
レベルの高精度な接続技術，接続特性の不安定や光信号の
減衰を生じさせるゴミや塵への対策，そしてレーザ光への
安全配慮などを要求しないというメリットがあり，使い易
い光インターフェースとして急速に普及している。
　図 2は光インターコネクションの進展を模式的に示した
ものである。(a)はこれまで述べてきた光トランシーバと
AOCであり，前述のように普及期にある。
　そして今日では，(b)のように大規模な LSIの近傍のボー
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図 1.　光トランシーバ（左），アクティブ光ケーブル（右）


